
・公式LINEからのお申し込み（※LINE公式アカウントに登録して簡単にお申し込み）
・メールでの申し込み【culture@katayama-eight.com】（※3日以内に返信いたします）
　万が一返信がない場合はお手数をおかけしますがご連絡ください）
・お電話でのお申し込みはできませんのでご了承ください

　　

《お申込み方法》
公式 LINE からのお申し込み

お問合せ先：新潟市東区卸新町3－16－31ナチュレ片山2階KATAYAMA EIGHT内（駐車場80台無料）
　　　　　　070－3351－7393（カルチャー担当）／025－270－0088（カタヤマエイト）

①お名前（ふりがな）②住所（新潟市中央区など）③日中連絡できる電話番号　④ご希望の日（A休日/B平日）

受講料：5,500円（受講料5,000円＋消費税500円）　   　  休日コース 　   平日コース ( 選べます )　　

持ち物：持ち帰り用の袋　　定員：5名
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A休日コース

10:00-11:30
1 26 日

B平日コース

10:00-11:30
1 27 月
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【講師プロフィール】
日本工芸会東日本支部新潟研究会会員
佐渡市にて竹工芸を学ぶ。
現在は新潟市中心に作品展や
ワークショップを開催。
日常生活に寄り添える作品作りを
心掛けています。
Instagramアカウント【maa.tsuchiya】

※両日とも同じ竹かご「四海波」を編みます
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　一生もので万能な竹細工のかごは生活の道具として、昔から人々の暮らしに欠かせな

いものとして生きてきました。日本の伝統文化として受け継がれ、日本人ならではの繊

細な編み技法と組み立て方は、インテリアや伝統工芸作品としても人気ですが、その一

方で、伝統の技を継承する方が減ってきているそうです。

今回は、新潟で活躍する伝統工芸家から「竹かご」の技を教えていただける貴重な機会。

作家みずから、竹を割り竹ひごを丁寧に作っている為、仕上がりがとても美しいです。
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